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建設工事完了後のレイアウト等を確認（Ａー２街区）
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６月定例会で審議しました６月定例会で可決した意見書

議員表彰

　
６
月
定
例
会
が
６
月
14
日
か
ら
６
月
27
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
令
和
４
年
度
一
般
会
計
や
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議

案
等
33
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
請
願
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
議
案
等
の
審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
の
「
会
派
別
議
案
等
賛
否
一

覧
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
正
予
算
を
可
決

■
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　
　
６
１
０
７
万
円

■
長
岡
花
火
継
続
支
援
事
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
億
５
０
０
０
万
円

■
東
川
口
保
育
園
移
転
改
築
事
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
２
８
８
万
円

■
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
億
３
３
３
０
万
１
千
円

■
原
油
価
格
高
騰
対
策
事
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
５
０
０
万
円

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
支
給
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
９
１
４
万
２
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

　
大
手
通
坂
之
上
町
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、

６
月
21
日
に
全
議
員
で
工
事
現
場
の
現
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

〈
視
察
場
所
〉

①
Ａ

－

１
街
区
（
マ
ン
シ
ョ
ン
、
店
舗
）

②
Ａ

－

２
街
区
（
米
百
俵
プ
レ
イ
ス
ミ
ラ
イ
エ
長
岡
、
㈱
第
四
北
越
銀
行
）

③
Ｃ
街
区
（
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
、
駐
車
場
）

緊急事態に関する国会審議を求める意見書（要旨）
　新型コロナウイルス感染症は、長期にわたり大きな被害をもたらし、
日本経済に大きな打撃を与えて、医療崩壊の危機も招いた。
　今後、高確率で巨大地震の発生が予想されている。東日本大震災では、
道路を塞ぐがれき撤去の遅れにより支援物資の輸送に遅れが生じたほ
か、被災地方自治体の機能停止も問題となった。
　従来の法体系では緊急事態の対処に限界があり、感染症や自然災害
に強い社会をつくることは喫緊の課題である。国家の責務は、国民の
命と生活を守ることであり、国民はそのための施策と法整備、根拠規
定たる憲法について国会が建設的な議論を行うことを期待している。
　よって、国会および政府においては、緊急時における憲法の在り方
について建設的かつ広範な議論を促進するとともに、国民的議論を喚
起するよう、強く要望する。

（送付先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣、
　　　　 厚生労働大臣、国土交通大臣、防衛大臣、内閣官房長官、国土強靭化担当大臣、
　　　　 内閣府特命担当大臣（防災）、内閣府特命担当大臣（経済財政政策）

　全国市議会議長会および北信越市議会議長会から、
永年にわたり市政発展に尽くした功績が認められ、
５人の議員が表彰されました。

1

ホームページで議会の録画中継を配信中→https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shigikai/

号223
2022.9.1

編集・発行／長岡市議会
市議会だより市議会だよりなが

おか
なが
おか

志、未来へ。
長岡



2

号223市議会だより市議会だよりなが
おか
なが
おか

６月定例会６月定例会【12人が一般質問】【12人が一般質問】
主な質問と答弁の要旨を掲載します。

　
改
善
措
置
計
画
に
取
り
組
ん
で

い
る
最
中
に
発
覚
し
た
期
限
切
れ

入
構
証
に
よ
る
入
構
事
案
に
つ
い
て
、

市
の
認
識
を
伺
う
。

　
こ
の
事
案
は
、
原
子
力
規
制
委

員
会
に
提
出
し
た
改
善
措
置
報
告

書
に
基
づ
く
再
発
防
止
措
置
を
実
施
し

て
い
る
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
発
生
し
た

も
の
で
あ
り
、
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原

発
の
安
全
対
策
の
信
頼
性
、
事
業
者
の

安
全
文
化
、
企
業
体
質
を
含
む
適
格
性

を
損
な
う
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
こ
の
事
案
を
踏
ま
え
、
市

町
村
に
よ
る
原
子
力
安
全
対
策
に
関
す

る
研
究
会
で
は
、
東
京
電
力
に
対
し
て

再
発
防
止
策
の
信
用
度
や
事
業
者
全
体

の
改
善
措
置
活
動
に
疑
問
が
生
じ
る
事

案
で
あ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
な
ど
、
説
明
を
要
請
し
て
い

る
。
今
後
も
市
民
の
安
全
を
守
る
立
場

と
し
て
、
事
業
者
に
対
し
て
組
織
の
安

全
文
化
に
も
踏
み
込
ん
だ
徹
底
し
た
安

全
対
策
と
、
信
頼
構
築
へ
の
取
り
組
み

を
強
く
求
め
て
い
く
。

　
企
業
の
努
力
に
加
え
、
行
政
と

し
て
も
企
業
誘
致
に
向
け
た
政
策

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

　
若
者
の
就
業
機
会
確
保
に
向
け

た
政
策
に
つ
い
て
、
市
で
は
、
整

備
が
進
む
米
百
俵
プ
レ
イ
ス
ミ
ラ
イ
エ

長
岡
を
中
心
と
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

地
区
に
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
フ
ィ
ス
利
用

が
で
き
る
３
拠
点
の
開
設
を
支
援
し
、

周
辺
地
域
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
連
動

し
な
が
ら
オ
フ
ィ
ス
や
人
材
の
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
４
大
学
１

高
専
の
学
生
と
Ｉ
Ｔ
企
業
と
を
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
有
償
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
も
着
手
す
る
。
今
後
も
、
先
進

的
な
働
き
方
を
通
じ
た
価
値
の
創
出
に

よ
る
、
若
者
に
選
ば
れ
る
企
業
群
の
形
成

と
さ
ら
な
る
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
政
策
に

つ
い
て

　
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
法
の

改
正
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
は
、

国
が
策
定
す
る
基
本
方
針
を
踏
ま
え
た

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進
計
画
を

作
成
し
、
管
理
組
合
に
対
し
て
助
言
や

指
導
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
法
改

正
に
対
す
る
市
の
認
識
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

　
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
管
理

組
合
は
マ
ン
シ
ョ
ン
を
適
切
に
維

持
管
理
す
る
こ
と
と
、
地
方
自
治
体
は

適
正
化
を
図
る
施
策
を
講
じ
る
こ
と
に

つ
い
て
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

本
市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正

化
推
進
計
画
を
作
成
し
、
施
策
を
進
め

　
受
益
者
負
担
と
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
、
市
民
の
大
半
が
利
用
す

る
施
設
の
管
理
運
営
費
は
、
公
費
負
担

と
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を

伺
う
。　

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
の
性
質

に
よ
り
市
民
の
多
く
が
必
要
と
す

る
基
礎
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
利
用
者
ご
と

に
必
要
性
が
異
な
る
選
択
的
な
サ
ー
ビ

ス
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
に
係
る
経
費
の
多
く
は
市
税
等
で

賄
っ
て
い
る
。
公
共
施
設
の
使
用
料
も
、

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
性
質
を
踏
ま
え
、

公
費
負
担
と
受
益
者
負
担
の
均
衡
を
適

正
に
保
ち
な
が
ら
料
金
を
設
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
行
財
政
運
営
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
性
質
に
関
わ

ら
ず
、
施
設
の
管
理
運
営
や
維
持
修
繕

等
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
精
査
し
た
上

で
、
使
用
料
を
そ
の
財
源
と
し
た
い
。

そ
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
者
と
し

て
施
設
の
目
的
に
応
じ
た
適
正
な
額
の

使
用
料
負
担
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
公
共
施
設
の
施
設
使
用
料
の
有

料
化
に
向
け
た
考
え
方
と
価
格
設

定
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

　
料
金
改
定
は
、
各
施
設
に
係
る

経
費
に
比
べ
利
用
者
の
負
担
が
過

度
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
慎
重
に
検

討
し
な
が
ら
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
改
定
額
の
算
定
は
、
経
常
的
な
管
理

運
営
費
を
算
定
原
価
と
し
、
施
設
の
目

的
や
用
途
に
応
じ
て
公
費
負
担
と
受
益

者
負
担
の
均
衡
を
考
慮
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
各
施
設
の
使
用
状
況
や
他
市
に

お
け
る
類
似
施
設
の
使
用
料
水
準
と
の

相
違
と
そ
の
理
由
、
民
間
事
業
者
へ
の

影
響
な
ど
の
観
点
も
確
認
し
て
い
る
。

算
定
基
準
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
平

成
10
年
度
の
行
財
政
改
善
推
進
計
画
策

定
時
か
ら
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。

　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
や
住
環

境
の
向
上
は
、
脱
炭
素
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
令
和
２
年

度
ま
で
実
施
し
て
い
た
長
岡
市
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
等
設
置
事
業
補
助
金
制
度

の
よ
う
な
施
策
や
、
長
岡
市
一
般
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
国
は
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
補
助
金
や
支
援
事
業
を
創
出

し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
市
民
や
事
業

者
に
こ
の
内
容
を
周
知
し
て
補
助
金
等

の
活
用
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
上

で
、
議
論
を
進
め
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
の
具
体
化
に
合
わ
せ
た
、
市
独
自

の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
長
岡
市
一
般
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
申
請
開
始

か
ら
37
日
間
で
７
１
６
件
の
申
請
が
あ

り
、
予
算
額
３
０
０
０
万
円
に
到
達
し

た
。
省
エ
ネ
効
果
の
高
ま
る
大
変
好
評

な
事
業
で
あ
る
た
め
、
追
加
支
援
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
市
立
学
校
の
校
舎
は
断
熱
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

ロ
ス
が
あ
る
と
考
え
る
が
、校
舎
の
断
熱

化
の
状
況
と
今
後
の
断
熱
改
修
に
対
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
現
在
、
断
熱
材
や
複
層
ガ
ラ
ス

を
使
用
す
る
な
ど
施
設
全
体
の
断

熱
化
を
図
っ
た
市
立
学
校
は
、
全
84
校

の
う
ち
22
校
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

８
校
は
主
に
複
層
ガ
ラ
ス
へ
の
交
換
に
よ

り
断
熱
化
を
行
っ
た
。
引
き
続
き
、
計
画

的
に
進
め
る
大
規
模
改
修
工
事
に
お
い

て
、
複
層
ガ
ラ
ス
へ
の
交
換
や
断
熱
材
の

使
用
等
、
必
要
に
応
じ
た
断
熱
化
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
、
現
在
は
大
規
模
改
修
に

合
わ
せ
て
断
熱
化
を
行
っ
て
い
る
が
、
今

後
は
環
境
部
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と

の
整
合
性
を
と
っ
た
上
で
進
め
て
い
き
た

い
。

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
、

新
潟
県
で
も
計
画
の
策
定
に
向
け
た
作

業
を
進
め
て
お
り
、
そ
れ
と
連
動
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
市
と
し
て
は
県
の

動
向
を
注
視
し
、
必
要
な
調
査
と
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

　
高
台
の
車
中
避
難
場
所
に
つ
い

て
、
車
１
台
に
つ
き
３
人
が
乗
車

す
る
と
い
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
見

直
し
や
避
難
場
所
の
大
幅
な
拡
充
の
検

討
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
今
回
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

車
１
台
当
た
り
お
お
む
ね
３
人
と

い
う
一
定
の
条
件
下
で
行
っ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
中
で
、
市
内
の
車
中
避
難

場
所
と
し
て
選
定
さ
れ
る
49
カ
所
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
あ
る
。
車
の

収
容
台
数
を
多
く
す
る
た
め
、
車
中
避

難
場
所
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
市
内
の
浸
水

想
定
区
域
外
に
あ
る
市
有
施
設
や
民
間

施
設
等
の
更
な
る
活
用
や
、
市
外
の
安

全
な
場
所
へ
の
広
域
避
難
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

　
肥
料
や
飼
料
の
国
際
価
格
の
急

騰
に
加
え
、
燃
油
高
や
政
府
の
円

安
誘
導
に
よ
り
農
業
資
材
価
格
も
高
騰

し
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
肥
料
や

飼
料
、
農
業
資
材
高
騰
に
対
し
て
支
援

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

伺
う
。　

世
界
の
状
況
や
為
替
、
円
安
の

問
題
等
は
肥
料
や
飼
料
、
農
業
資

材
の
高
騰
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
と
考
え
る
。
市
と
し
て
は
、
農
家
の

現
状
を
踏
ま
え
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
国
は
、
化
学
肥
料
の
安
定

調
達
に
向
け
た
支
援
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
更
な
る
支

援
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
市

と
し
て
は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
策
を
検

討
し
て
い
く
。
持
続
可
能
な
農
業
の
構

築
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
農
業
者
や
物
価
高
騰
へ
の
影
響
緩
和

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
河
道
内
の
堆
積
土
砂
の
除
去
や

樹
木
の
伐
採
は
、
流
水
の
阻
害
を

な
く
し
、
越
水
や
溢
水
等
に
よ
る
浸
水

防
止
に
重
要
で
あ
る
。
県
と
連
携
し
、

さ
ら
に
計
画
的
に
取
り
組
み
を
強
化
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
県
は
約
１
２
０
０
も
の
河
川
を

管
理
し
て
お
り
、
短
期
間
で
対
策

を
完
了
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

堆
積
土
砂
の
除
去
等
を
計
画
的
に
実
施

し
て
い
く
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
現
在
、

県
は
堆
積
土
砂
の
撤
去
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
が
、
市
と
し
て
は
今
後
も
地

域
の
要
望
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
、

優
先
度
の
高
い
箇
所
か
ら
計
画
的
か
つ

継
続
的
に
堆
積
土
砂
の
除
去
や
樹
木
の

伐
採
を
実
施
す
る
よ
う
、
県
に
強
く
要

望
し
て
い
く
。

松野 憲一郎
（長岡令和クラブ）

関　充夫
（長岡令和クラブ）

五十嵐 良一
（民成クラブ）

藤井　達徳
（長岡市公明党）

諸橋　虎雄
（共産党市議団）

マ
ン
シ
ョ
ン
の　適

正
管
理
に
つ
い
て

実
行
性
の
あ
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
政
策
に
つ
い
て

逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
に
向
け
た

　
　
　
　
　避
難
行
動
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
プ
ラ
ン

の
進
め
方
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の

再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

若
者
の
地
元
定
着
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　政
策
に
つ
い
て

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の

　見
直
し
と
肥
料
や
飼
料
等
の

　
　
　
　
　高
騰
問
題
に
つ
い
て

中
小
河
川
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
料
改
定

に
つ
い
て
、
検
討
状
況
を
伺
う
。

ま
た
、
負
担
増
と
同
時
に
市
民
活
動
へ

の
支
援
策
を
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

　
料
金
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、

施
設
の
維
持
管
理
費
用
に
対
す
る

受
益
者
負
担
と
し
て
の
使
用
料
収
入
が

占
め
る
割
合
を
参
考
に
算
定
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
各
施
設
の
特
性
を
踏
ま
え
、

負
担
割
合
の
平
準
化
や
各
施
設
の
維
持

管
理
費
用
の
状
況
等
を
考
慮
し
、
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
使
用

料
改
定
が
地
域
住
民
に
と
っ
て
、
よ
り

良
い
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
参
画
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
も
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
市
民
活
動
が
停
滞
し

な
い
よ
う
、
激
変
緩
和
措
置
等
の
検
討

を
は
じ
め
、
各
地
域
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
る
健

康
づ
く
り
の
観
点
か
ら
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
行
政
と
民
間
事
業
者
が
連
携
し

て
地
域
の
安
全
を
守
る
事
業
で
あ

る
、
長
岡
市
安
全
安
心
地
域
づ
く
り
工

事
と
市
道
に
お
け
る
包
括
的
管
理
業
務

委
託
に
つ
い
て
、
実
績
と
今
後
の
制
度

の
在
り
方
を
伺
う
。

　
長
岡
市
安
全
安
心
地
域
づ
く
り

工
事
の
過
去
３
年
間
の
実
績
は
、

年
間
総
工
事
契
約
件
数
の
う
ち
約
20
％

で
あ
る
。
こ
の
工
事
が
地
域
の
安
全
・
安

心
の
確
保
と
事
業
者
の
健
全
経
営
に
資

す
る
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き

活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
包
括
的
管
理
業
務
委
託
制
度
は
、
地

元
業
者
の
迅
速
な
対
応
に
よ
る
市
民
の

安
全
で
安
心
な
生
活
の
確
保
や
地
元
業

者
の
安
定
的
な
収
益
の
確
保
等
、
効
果

は
大
き
い
。
今
後
は
、
地
域
の
特
性
を
十

分
に
考
慮
し
た
上
で
受
け
入
れ
体
制
が

整
っ
た
地
域
か
ら
導
入
し
て
い
き
た
い
。

神林　克彦
（長岡令和クラブ）

長
岡
市
に
お
け
る

市
民
協
働
に
つ
い
て

　
本
市
の
生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
セ
ン
タ
ー
は
全
国
の
自
治
体
で

最
大
規
模
だ
が
、
稼
働
率
が
55
％
程
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
稼
働
率
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

る
。
ま
た
、
周
辺
自
治
体
か
ら
も
生
ご

み
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
有
効
と
考
え

る
が
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

　
生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
セ
ン

タ
ー
の
稼
働
率
向
上
に
向
け
、
今

後
は
、
生
ご
み
分
別
の
大
切
さ
を
積
極

的
に
発
信
す
る
こ
と
に
加
え
、
こ
れ
ま

で
分
別
に
消
極
的
で
あ
っ
た
小
口
の
事

業
者
に
も
協
力
し
て
も
ら
え
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
。
ま
た
隣
接
地
の
下

水
道
処
理
施
設
の
消
化
ガ
ス
の
一
部
を

受
け
入
れ
、
発
電
に
利
用
す
る
よ
う
現

在
準
備
を
進
め
て
い
る
。
周
辺
自
治
体

か
ら
の
生
ご
み
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

ご
み
の
分
別
方
法
が
各
自
治
体
で
異
な

る
こ
と
や
、
運
搬
、
処
理
手
数
料
の
自

治
体
負
担
増
等
課
題
も
多
い
こ
と
か
ら

非
常
に
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
環
境
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
、
本
市
は
、
豊
か
な
土
地

や
水
資
源
、
産
出
量
日
本
一
の
天
然
ガ

ス
や
高
度
な
も
の
づ
く
り
産
業
に
加
え
、

４
大
学
１
高
専
等
と
の
産
学
連
携
と

い
っ
た
資
源
循
環
を
積
極
的
に
進
め
る

素
地
が
あ
る
。
こ
の
強
み
を
生
か
し
た

環
境
産
業
の
創
出
の
観
点
か
ら
具
体
的

な
方
策
を
伺
う
。

　
環
境
産
業
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
本
市
の
強
み

で
あ
る
４
大
学
１
高
専
の
技
術
や
知
見

を
財
産
と
し
、
循
環
型
社
会
を
つ
く
り

な
が
ら
豊
か
な
自
然
と
資
源
を
持
つ
全

市
域
を
実
証
実
験
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し

た
、
産
・
官
・
学
・
金
で
社
会
実
装
を

目
指
し
た
取
り
組
み
を
全
庁
を
挙
げ
て

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
さ

ら
に
、
民
間
企
業
と
の
連
携
、
新
し
い

情
報
技
術
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
も
使

い
な
が
ら
、
環
境
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
促
し
て
い
き
た
い
。

　
食
材
費
等
が
急
騰
し
て
い
る
状

況
に
お
い
て
、
保
護
者
の
負
担
を
増

や
す
こ
と
な
く
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、

学
校
給
食
に
加
え
、
保
育
園
等
で
も
給
食

費
の
助
成
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。
ま
た
、
中
小
企
業
や
農
林

水
産
業
者
の
物
価
高
騰
に
よ
る
現
状
の
認

識
と
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
育
園
等
の
給
食
費
に
つ
い
て

も
、
食
材
の
価
格
上
昇
が
見
ら
れ

る
が
、
学
校
給
食
費
と
違
い
、
園
の
運

営
費
全
体
で
管
理
し
て
い
る
こ
と
か
ら

大
き
な
影
響
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

引
き
続
き
物
価
の
上
昇
の
状
況
を
注
視

す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
機
敏

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
中
小
企
業
や
農
林
水
産
業
者
の
現
状

に
つ
い
て
は
、
原
材
料
費
や
原
油
等
の

価
格
高
騰
、
資
材
の
調
達
困
難
に
よ
り

苦
労
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市

と
し
て
は
、
事
業
者
の
状
況
を
見
極
め
、

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
支
援
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
本
年
４
月
か
ら
特
定
不
妊
治
療

等
に
保
険
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
へ

の
認
識
を
伺
う
。
ま
た
、
少
子
化
が
進

む
中
で
不
妊
治
療
費
用
の
更
な
る
負
担

軽
減
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

　
保
険
適
用
に
よ
り
、
不
妊
治
療

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
経
済
的
負

担
の
軽
減
等
、
取
り
組
み
や
す
い
環
境

が
整
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
で
、

保
険
適
用
外
の
治
療
が
あ
る
こ
と
や
、

一
部
治
療
に
年
齢
や
治
療
回
数
に
制
限

が
あ
る
こ
と
な
ど
複
雑
な
仕
組
み
が
課

題
で
あ
る
。

　
負
担
軽
減
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
保
険
適
用
に
よ
り
治
療
の
在
り
方

や
周
囲
の
理
解
等
、
不
妊
治
療
に
対
す

る
捉
え
方
も
今
後
変
化
し
て
い
く
も
の

と
考
え
る
。
市
と
し
て
も
今
後
の
動
向

を
注
視
し
、
市
内
医
療
機
関
等
の
情
報

を
得
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
食
品
ロ
ス
削
減
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
契

約
は
、
高
度
な
技
術
が
要
求
さ
れ

る
契
約
等
、
限
定
的
な
適
用
で
あ
る
べ

き
で
あ
り
、
選
考
基
準
等
は
客
観
性
、

透
明
性
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
建

築
設
計
業
務
以
外
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

は
、
選
考
委
員
に
外
部
の
有
識
者
を
含

め
る
か
ど
う
か
な
ど
個
別
の
案
件
ご
と

に
選
考
方
法
を
決
定
し
て
い
る
一
方
、

建
築
設
計
業
務
の
簡
易
評
価
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
は
内
部
職
員
の
み
で
選
考
委

員
会
を
構
成
し
て
い
る
理
由
を
伺
う
。

　
市
で
は
、
最
適
な
設
計
者
を
選

定
す
る
た
め
、
建
築
設
計
業
務
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
総
合
評
価
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
、
簡
易
評
価
型
プ
ロ

池田　明弘
（長岡市公明党）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
お
よ
び
物
価
の
高
騰
に
よ

り
、
市
民
や
事
業
者
の
生
活
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
水

道
使
用
料
の
値
上
げ
は
行
う
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
や
物
価
高
騰
の
先
行
き
に

つ
い
て
は
不
透
明
な
状
況
で
あ
る
。
一

方
で
、
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
20
年
間
据
え
置
い
て
き
た
こ

と
か
ら
、
県
内
で
も
最
低
水
準
と
な
っ

て
お
り
、
経
営
状
況
は
年
々
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。
今
後
も
下
水
道
を
適
正

に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
営
の

健
全
化
に
早
期
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

り
、
使
用
料
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え

る
。
使
用
料
の
改
定
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
市
民
生
活
の
状
況
変
化
を
踏
ま
え
、

市
の
政
策
全
体
の
中
で
検
討
し
、
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
土
台

と
い
え
る
賃
金
の
平
等
化
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
国
は
事
業

主
に
対
し
、
男
女
の
賃
金
格
差
の
開
示

を
義
務
付
け
る
方
針
を
決
定
し
、
本
年

７
月
に
制
度
改
正
を
行
う
。
本
市
に
お

け
る
男
女
賃
金
格
差
の
認
識
や
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
男
女
賃
金
格
差
の
開
示
義
務
付

け
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
賃
金
格

差
が
見
え
る
化
さ
れ
る
こ
と
で
企
業
や

社
会
全
体
の
意
識
に
変
化
を
も
た
ら
し
、

男
女
の
賃
金
格
差
の
解
消
に
つ
な
が
る

も
の
と
認
識
し
、
期
待
し
て
い
る
。
市

と
し
て
も
、
地
域
企
業
に
対
し
、
し
っ

か
り
と
周
知
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
学
校
給
食
費
の
無
償
化
等
に
つ
い
て

ポ
ー
ザ
ル
方
式
、
価
格
競
争
入
札
方
式

に
よ
り
選
定
を
行
っ
て
い
る
。
基
本
指

針
で
は
、
難
易
度
の
高
い
建
築
設
計
に

つ
い
て
は
、
総
合
評
価
型
に
よ
り
、
外

部
の
有
識
者
を
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
簡
易
評
価
型
は
内
部
職
員
で
適

正
に
評
価
が
可
能
と
し
て
い
る
。

　
旧
機
那
サ
フ
ラ
ン
酒
造
本
舗
主

屋
改
修
事
業
に
お
け
る
修
正
設
計

に
つ
い
て
、
こ
の
事
業
の
設
計
料
１
８

０
０
万
円
は
こ
れ
ま
で
の
実
施
設
計
に

か
か
っ
た
合
計
金
額
だ
が
、
単
価
の
調

査
か
ら
や
り
直
す
と
、
別
途
修
正
設
計

に
か
か
る
費
用
も
必
要
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
特
別
単
価
調
査
業
務
委
託
料

の
６
０
０
万
円
の
中
に
修
正
設
計
の
委

託
料
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
で

よ
い
か
伺
う
。

　
単
価
調
査
と
修
正
設
計
は
一
体

的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
修
正
設
計
の
中
で
特
別
単
価

調
査
の
実
施
を
考
え
て
お
り
、
修
正
設

計
委
託
料
も
６
０
０
万
円
の
単
価
調
査

業
務
委
託
料
に
含
ま
れ
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
官
製
談
合
事
件
に
つ
い
て

笠井　則雄
（共産党市議団）

荒木　法子
（市民クラブ）

諏佐　武史
（無所属）

入
札
・
契
約
業
務
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
諸
課
題
に
つ
い
て

副
市
長
の
退
職
金
に
つ
い
て

物
価
高
騰
か
ら
市
民
生
活
を

　
守
る
支
援
策
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
の
諸
課
題
に
つ
い
て

長
岡
の
強
み
を
生
か
し
た

　
　
環
境
産
業
の
育
成
に
つ
い
て

下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
及
び

　
　
令
和
３
年
度
決
算
見
込
額
等

に
つ
い
て

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
と

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消

に
つ
い
て

※１　フードドライブ：家庭で余っている食品を集めて、食品を必要としている地域のフードバンク等の子ども食堂、福祉施設等に寄付する活動のこと

　
こ
れ
ま
で
の
新
聞
報
道
や
市
の

答
弁
か
ら
、
市
は
東
京
電
力
に
対

し
再
稼
働
の
事
前
了
解
権
を
求
め
な
い

と
理
解
し
て
い
た
。
一
方
で
、
令
和
４

年
３
月
定
例
会
で
、
事
前
了
解
権
が
必

要
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。
改
め
て
、
事
前
了
解
権

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺

う
。

　
事
前
了
解
権
が
必
要
か
ど
う
か

で
は
な
く
、
大
切
な
の
は
住
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
で
あ
る
。
今
後
広

域
自
治
体
で
あ
る
新
潟
県
が
示
す
各
自

治
体
の
意
向
の
取
り
ま
と
め
方
法
を
協

議
し
た
上
で
、
本
市
の
意
思
を
し
っ
か

　
子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
に
あ

た
り
、
行
政
に
よ
る
広
報
宣
伝
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
、
支
援
団
体
等
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
重
要
と
考
え

る
が
、
市
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
運
営
費
の

助
成
に
加
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

チ
ラ
シ
等
に
よ
る
周
知
、
国
や
県
の
支

援
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

子
ど
も
食
堂
の
運
営
に
は
、
支
援
団
体

等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
市
民
参

加
型
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
併
せ
て
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
等
を
開
催
し
、
多
く
の
人

に
そ
の
活
動
を
周
知
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
子
ど
も
食
堂
は
、
子
ど
も
の
居
場
所

と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
自
発
的
な
活
動
が
継
続
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
者
の
声
を
聞

き
な
が
ら
市
と
し
て
必
要
な
支
援
を
考

え
、
進
め
て
い
く
。

　
米
百
俵
プ
レ
イ
ス
ミ
ラ
イ
エ
長

岡
の
若
者
ラ
ボ
に
つ
い
て
、
開
設

目
的
や
役
割
、
機
能
や
運
営
方
法
等
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

　
若
者
ラ
ボ
は
、
中
高
生
の
居
場

所
と
し
て
、
気
軽
に
集
え
る
居
心

地
の
よ
い
空
間
、
個
性
、
未
来
へ
の
可

能
性
を
伸
ば
せ
る
場
所
を
目
指
す
。
そ

し
て
将
来
、
若
者
の
地
元
定
着
や
Ｕ

タ
ー
ン
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
米
百
俵
プ
レ

イ
ス
ミ
ラ
イ
エ
長
岡
は
、
全
市
民
が
人

と
出
会
い
、
お
互
い
を
刺
激
し
合
っ
て
、

新
し
い
発
見
を
生
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
へ
つ
な
げ
る
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出
の
場
や
産
業
の
拠
点
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
初
め
か
ら

完
成
形
で
用
意
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

こ
に
関
わ
る
人
々
と
一
緒
に
議
論
を
し

な
が
ら
育
っ
て
い
く
施
設
、
そ
し
て
成

長
し
て
い
く
施
設
に
な
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

り
と
示
し
、
知
事
の
判
断
に
反
映
さ
れ

る
仕
組
み
が
現
時
点
で
最
適
な
方
法
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
知
事
の
判
断
に
本
市
の
意
思
や

判
断
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
事
前

了
解
権
は
必
要
な
い
と
い
う
認
識
で
よ

い
か
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
事
前
了
解
権
を
求
め
る
こ
と
が

現
実
的
で
あ
る
か
、
求
め
て
得
ら

れ
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
事
前
了
解
権
が
必
要
か
否
か
の
議

論
は
割
り
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
一
方
で
、
知
事
は
再
稼
働
の
是
非
を

判
断
し
た
後
に
県
民
に
信
を
問
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
知
事
選
挙

も
あ
る
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
中
で
市
民
の
意
思
を
表
示
す
れ
ば

よ
い
と
考
え
る
。

　
今
後
、
国
に
よ
る
事
前
了
解
権
の
制

度
化
や
東
京
電
力
に
よ
る
事
前
了
解
を

含
め
た
協
定
の
提
示
が
あ
れ
ば
、
一
つ

の
手
段
と
し
て
本
当
に
可
能
か
ど
う
か
、

し
っ
か
り
と
考
え
て
い
く
。

大竹　雅春
（市民クラブ）

関　貴志
（無所属）

柏
崎
刈
羽
原
発
の

　
　
　
　
再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

※
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本
市
の
生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
発

電
セ
ン
タ
ー
は
全
国
の
自
治
体
で

最
大
規
模
だ
が
、
稼
働
率
が
55
％
程
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
稼
働
率
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

る
。
ま
た
、
周
辺
自
治
体
か
ら
も
生
ご

み
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
有
効
と
考
え

る
が
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

　
生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
セ
ン

タ
ー
の
稼
働
率
向
上
に
向
け
、
今

後
は
、
生
ご
み
分
別
の
大
切
さ
を
積
極

的
に
発
信
す
る
こ
と
に
加
え
、
こ
れ
ま

で
分
別
に
消
極
的
で
あ
っ
た
小
口
の
事

業
者
に
も
協
力
し
て
も
ら
え
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
。
ま
た
隣
接
地
の
下

水
道
処
理
施
設
の
消
化
ガ
ス
の
一
部
を

受
け
入
れ
、
発
電
に
利
用
す
る
よ
う
現

在
準
備
を
進
め
て
い
る
。
周
辺
自
治
体

か
ら
の
生
ご
み
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、

ご
み
の
分
別
方
法
が
各
自
治
体
で
異
な

る
こ
と
や
、
運
搬
、
処
理
手
数
料
の
自

治
体
負
担
増
等
課
題
も
多
い
こ
と
か
ら

非
常
に
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
環
境
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
、
本
市
は
、
豊
か
な
土
地

や
水
資
源
、
産
出
量
日
本
一
の
天
然
ガ

ス
や
高
度
な
も
の
づ
く
り
産
業
に
加
え
、

４
大
学
１
高
専
等
と
の
産
学
連
携
と

い
っ
た
資
源
循
環
を
積
極
的
に
進
め
る

素
地
が
あ
る
。
こ
の
強
み
を
生
か
し
た

環
境
産
業
の
創
出
の
観
点
か
ら
具
体
的

な
方
策
を
伺
う
。

　
環
境
産
業
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
本
市
の
強
み

で
あ
る
４
大
学
１
高
専
の
技
術
や
知
見

を
財
産
と
し
、
循
環
型
社
会
を
つ
く
り

な
が
ら
豊
か
な
自
然
と
資
源
を
持
つ
全

市
域
を
実
証
実
験
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し

た
、
産
・
官
・
学
・
金
で
社
会
実
装
を

目
指
し
た
取
り
組
み
を
全
庁
を
挙
げ
て

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
さ

ら
に
、
民
間
企
業
と
の
連
携
、
新
し
い

情
報
技
術
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
も
使

い
な
が
ら
、
環
境
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
促
し
て
い
き
た
い
。

　
食
材
費
等
が
急
騰
し
て
い
る
状

況
に
お
い
て
、
保
護
者
の
負
担
を
増

や
す
こ
と
な
く
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、

学
校
給
食
に
加
え
、
保
育
園
等
で
も
給
食

費
の
助
成
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。
ま
た
、
中
小
企
業
や
農
林

水
産
業
者
の
物
価
高
騰
に
よ
る
現
状
の
認

識
と
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
育
園
等
の
給
食
費
に
つ
い
て

も
、
食
材
の
価
格
上
昇
が
見
ら
れ

る
が
、
学
校
給
食
費
と
違
い
、
園
の
運

営
費
全
体
で
管
理
し
て
い
る
こ
と
か
ら

大
き
な
影
響
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

引
き
続
き
物
価
の
上
昇
の
状
況
を
注
視

す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
機
敏

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
中
小
企
業
や
農
林
水
産
業
者
の
現
状

に
つ
い
て
は
、
原
材
料
費
や
原
油
等
の

価
格
高
騰
、
資
材
の
調
達
困
難
に
よ
り

苦
労
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
市

と
し
て
は
、
事
業
者
の
状
況
を
見
極
め
、

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
支
援
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
本
年
４
月
か
ら
特
定
不
妊
治
療

等
に
保
険
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
へ

の
認
識
を
伺
う
。
ま
た
、
少
子
化
が
進

む
中
で
不
妊
治
療
費
用
の
更
な
る
負
担

軽
減
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

　
保
険
適
用
に
よ
り
、
不
妊
治
療

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
経
済
的
負

担
の
軽
減
等
、
取
り
組
み
や
す
い
環
境

が
整
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
で
、

保
険
適
用
外
の
治
療
が
あ
る
こ
と
や
、

一
部
治
療
に
年
齢
や
治
療
回
数
に
制
限

が
あ
る
こ
と
な
ど
複
雑
な
仕
組
み
が
課

題
で
あ
る
。

　
負
担
軽
減
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
保
険
適
用
に
よ
り
治
療
の
在
り
方

や
周
囲
の
理
解
等
、
不
妊
治
療
に
対
す

る
捉
え
方
も
今
後
変
化
し
て
い
く
も
の

と
考
え
る
。
市
と
し
て
も
今
後
の
動
向

を
注
視
し
、
市
内
医
療
機
関
等
の
情
報

を
得
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
食
品
ロ
ス
削
減
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
契

約
は
、
高
度
な
技
術
が
要
求
さ
れ

る
契
約
等
、
限
定
的
な
適
用
で
あ
る
べ

き
で
あ
り
、
選
考
基
準
等
は
客
観
性
、

透
明
性
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
建

築
設
計
業
務
以
外
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

は
、
選
考
委
員
に
外
部
の
有
識
者
を
含

め
る
か
ど
う
か
な
ど
個
別
の
案
件
ご
と

に
選
考
方
法
を
決
定
し
て
い
る
一
方
、

建
築
設
計
業
務
の
簡
易
評
価
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
は
内
部
職
員
の
み
で
選
考
委

員
会
を
構
成
し
て
い
る
理
由
を
伺
う
。

　
市
で
は
、
最
適
な
設
計
者
を
選

定
す
る
た
め
、
建
築
設
計
業
務
の

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
総
合
評
価
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
、
簡
易
評
価
型
プ
ロ

池田　明弘
（長岡市公明党）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
お
よ
び
物
価
の
高
騰
に
よ

り
、
市
民
や
事
業
者
の
生
活
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下
水

道
使
用
料
の
値
上
げ
は
行
う
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
や
物
価
高
騰
の
先
行
き
に

つ
い
て
は
不
透
明
な
状
況
で
あ
る
。
一

方
で
、
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
20
年
間
据
え
置
い
て
き
た
こ

と
か
ら
、
県
内
で
も
最
低
水
準
と
な
っ

て
お
り
、
経
営
状
況
は
年
々
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。
今
後
も
下
水
道
を
適
正

に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
営
の

健
全
化
に
早
期
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

り
、
使
用
料
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え

る
。
使
用
料
の
改
定
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
市
民
生
活
の
状
況
変
化
を
踏
ま
え
、

市
の
政
策
全
体
の
中
で
検
討
し
、
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
土
台

と
い
え
る
賃
金
の
平
等
化
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
国
は
事
業

主
に
対
し
、
男
女
の
賃
金
格
差
の
開
示

を
義
務
付
け
る
方
針
を
決
定
し
、
本
年

７
月
に
制
度
改
正
を
行
う
。
本
市
に
お

け
る
男
女
賃
金
格
差
の
認
識
や
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
男
女
賃
金
格
差
の
開
示
義
務
付

け
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
賃
金
格

差
が
見
え
る
化
さ
れ
る
こ
と
で
企
業
や

社
会
全
体
の
意
識
に
変
化
を
も
た
ら
し
、

男
女
の
賃
金
格
差
の
解
消
に
つ
な
が
る

も
の
と
認
識
し
、
期
待
し
て
い
る
。
市

と
し
て
も
、
地
域
企
業
に
対
し
、
し
っ

か
り
と
周
知
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
学
校
給
食
費
の
無
償
化
等
に
つ
い
て

ポ
ー
ザ
ル
方
式
、
価
格
競
争
入
札
方
式

に
よ
り
選
定
を
行
っ
て
い
る
。
基
本
指

針
で
は
、
難
易
度
の
高
い
建
築
設
計
に

つ
い
て
は
、
総
合
評
価
型
に
よ
り
、
外

部
の
有
識
者
を
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い

る
が
、
簡
易
評
価
型
は
内
部
職
員
で
適

正
に
評
価
が
可
能
と
し
て
い
る
。

　
旧
機
那
サ
フ
ラ
ン
酒
造
本
舗
主

屋
改
修
事
業
に
お
け
る
修
正
設
計

に
つ
い
て
、
こ
の
事
業
の
設
計
料
１
８

０
０
万
円
は
こ
れ
ま
で
の
実
施
設
計
に

か
か
っ
た
合
計
金
額
だ
が
、
単
価
の
調

査
か
ら
や
り
直
す
と
、
別
途
修
正
設
計

に
か
か
る
費
用
も
必
要
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
特
別
単
価
調
査
業
務
委
託
料

の
６
０
０
万
円
の
中
に
修
正
設
計
の
委

託
料
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
で

よ
い
か
伺
う
。

　
単
価
調
査
と
修
正
設
計
は
一
体

的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
修
正
設
計
の
中
で
特
別
単
価

調
査
の
実
施
を
考
え
て
お
り
、
修
正
設

計
委
託
料
も
６
０
０
万
円
の
単
価
調
査

業
務
委
託
料
に
含
ま
れ
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
官
製
談
合
事
件
に
つ
い
て

笠井　則雄
（共産党市議団）

荒木　法子
（市民クラブ）

諏佐　武史
（無所属）

入
札
・
契
約
業
務
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
諸
課
題
に
つ
い
て

副
市
長
の
退
職
金
に
つ
い
て

物
価
高
騰
か
ら
市
民
生
活
を

　
守
る
支
援
策
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
の
諸
課
題
に
つ
い
て

長
岡
の
強
み
を
生
か
し
た

　
　
環
境
産
業
の
育
成
に
つ
い
て

下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
及
び

　
　
令
和
３
年
度
決
算
見
込
額
等

に
つ
い
て

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
と

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消

に
つ
い
て

※１　フードドライブ：家庭で余っている食品を集めて、食品を必要としている地域のフードバンク等の子ども食堂、福祉施設等に寄付する活動のこと

　
こ
れ
ま
で
の
新
聞
報
道
や
市
の

答
弁
か
ら
、
市
は
東
京
電
力
に
対

し
再
稼
働
の
事
前
了
解
権
を
求
め
な
い

と
理
解
し
て
い
た
。
一
方
で
、
令
和
４

年
３
月
定
例
会
で
、
事
前
了
解
権
が
必

要
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。
改
め
て
、
事
前
了
解
権

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺

う
。

　
事
前
了
解
権
が
必
要
か
ど
う
か

で
は
な
く
、
大
切
な
の
は
住
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
で
あ
る
。
今
後
広

域
自
治
体
で
あ
る
新
潟
県
が
示
す
各
自

治
体
の
意
向
の
取
り
ま
と
め
方
法
を
協

議
し
た
上
で
、
本
市
の
意
思
を
し
っ
か

　
子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
に
あ

た
り
、
行
政
に
よ
る
広
報
宣
伝
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
、
支
援
団
体
等
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
重
要
と
考
え

る
が
、
市
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
運
営
費
の

助
成
に
加
え
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

チ
ラ
シ
等
に
よ
る
周
知
、
国
や
県
の
支

援
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

子
ど
も
食
堂
の
運
営
に
は
、
支
援
団
体

等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
市
民
参

加
型
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
併
せ
て
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
等
を
開
催
し
、
多
く
の
人

に
そ
の
活
動
を
周
知
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
子
ど
も
食
堂
は
、
子
ど
も
の
居
場
所

と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
自
発
的
な
活
動
が
継
続
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
者
の
声
を
聞

き
な
が
ら
市
と
し
て
必
要
な
支
援
を
考

え
、
進
め
て
い
く
。

　
米
百
俵
プ
レ
イ
ス
ミ
ラ
イ
エ
長

岡
の
若
者
ラ
ボ
に
つ
い
て
、
開
設

目
的
や
役
割
、
機
能
や
運
営
方
法
等
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

　
若
者
ラ
ボ
は
、
中
高
生
の
居
場

所
と
し
て
、
気
軽
に
集
え
る
居
心

地
の
よ
い
空
間
、
個
性
、
未
来
へ
の
可

能
性
を
伸
ば
せ
る
場
所
を
目
指
す
。
そ

し
て
将
来
、
若
者
の
地
元
定
着
や
Ｕ

タ
ー
ン
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
米
百
俵
プ
レ

イ
ス
ミ
ラ
イ
エ
長
岡
は
、
全
市
民
が
人

と
出
会
い
、
お
互
い
を
刺
激
し
合
っ
て
、

新
し
い
発
見
を
生
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
へ
つ
な
げ
る
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

創
出
の
場
や
産
業
の
拠
点
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
初
め
か
ら

完
成
形
で
用
意
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

こ
に
関
わ
る
人
々
と
一
緒
に
議
論
を
し

な
が
ら
育
っ
て
い
く
施
設
、
そ
し
て
成

長
し
て
い
く
施
設
に
な
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

り
と
示
し
、
知
事
の
判
断
に
反
映
さ
れ

る
仕
組
み
が
現
時
点
で
最
適
な
方
法
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
知
事
の
判
断
に
本
市
の
意
思
や

判
断
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
事
前

了
解
権
は
必
要
な
い
と
い
う
認
識
で
よ

い
か
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
事
前
了
解
権
を
求
め
る
こ
と
が

現
実
的
で
あ
る
か
、
求
め
て
得
ら

れ
る
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
事
前
了
解
権
が
必
要
か
否
か
の
議

論
は
割
り
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
一
方
で
、
知
事
は
再
稼
働
の
是
非
を

判
断
し
た
後
に
県
民
に
信
を
問
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
知
事
選
挙

も
あ
る
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
中
で
市
民
の
意
思
を
表
示
す
れ
ば

よ
い
と
考
え
る
。

　
今
後
、
国
に
よ
る
事
前
了
解
権
の
制

度
化
や
東
京
電
力
に
よ
る
事
前
了
解
を

含
め
た
協
定
の
提
示
が
あ
れ
ば
、
一
つ

の
手
段
と
し
て
本
当
に
可
能
か
ど
う
か
、

し
っ
か
り
と
考
え
て
い
く
。

大竹　雅春
（市民クラブ）

関　貴志
（無所属）

柏
崎
刈
羽
原
発
の

　
　
　
　
再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

※

1
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号223市議会だより市議会だよりなが
おか
なが
おか

議会の臨場感をスマホでも！
　各議員の顔写真の右下にＱＲコードを掲載しています。スマートフォンやタブレットでＱＲコードを読み取ると、
それぞれの議員の一般質問が動画でご覧いただけます。



号223市議会だより市議会だよりなが
おか
なが
おか

特別委員会の活動を報告します（６月定例会において各委員長から報告された中間報告の要約です。）

克雪・危機管理・防災対策特別委員会
　本委員会は、昨年７月15日および11月11日に会議を開き、理事者から説明を
受け、議論を交わしてきました。
　道路除雪関係では、長岡市除雪イノベーション研究会による実証実験の結果
説明がありました。今後も新技術を活用した課題解消を積極的に進めていただ
きたいと思います。
　原子力安全対策については、市町村による原子力安全対策に関する研究会の
取り組み内容や長岡市原子力防災訓練の実施等について説明を受けました。
　また、本委員会では、災害時における自助・共助の必要性の観点から、自主
防災会の在り方について、昨年10月から委員協議会を開催し、協議を続けてい
ます。これまでに、理事者から本市における現状等について説明を受けるとと
もに、中越市民防災安全士会や各地域の自主防災会長と意見交換を行い、活動
の実情や課題等を確認しました。引き続き調査・研究を進めていきます。
　近年はさまざまな災害が相次いでいます。市民の安全・安心を確保するため、
本委員会は理事者と共に災害に強いまちづくりに向けて取り組んでいきます。

大河津分水・長岡東西道路整備推進特別委員会
　本委員会は、昨年７月15日に会議を開き、大河津分水路及び長岡東西道路の
整備について、理事者から説明を受け、議論を交わしてきました。
　大河津分水路改修事業については、現在、新第二床固の本体工事や野積橋架
け替え工事、山地部等の掘削が鋭意進められています。また、今年は大河津分
水通水100周年ということで、さまざまな記念行事が計画されており、改修事
業への関心も高まっています。
　長岡東西道路については、今年３月に未開通となっていた宮内町交差点から
立川綜合病院前までの区間が開通し、待望の国道17号への接続が実現しまし
た。これにより、交通の利便性や救急病院へのアクセスが大きく向上しまし
た。今後は、交通の変化を注視し、早期の４車線化を目指していただきたいと
思います。
　大河津分水路、長岡東西道路いずれの事業も、本市にとって重要であり、本
委員会としては両事業の早期完成に向け、今後さらに関係機関とともに努力し
ていきたいと考えています。

まちづくり・新エネルギー対策特別委員会
　本委員会では、脱炭素社会に向けた取り組みをテーマに、昨年12月以降、議
論を重ねてきました。また、本年５月24日には、長岡技術科学大学において実証実
験が行われている垂直両面受光型太陽光パネルの視察を実施しました。
　本報告においては、地域資源を生かした再生可能エネルギー導入の促進、省
エネ・再エネ技術等に関する行政の率先的な導入と地域社会への波及、市民へ
の環境啓発の積極的な推進という三つの観点から提案をしました。
　具体的には 、地域資源を利用した多様な再生可能エネルギー導入の検討や、
雪国における太陽光発電促進に関する調査・研究の推進、行政における率先的
な脱炭素化の促進、市民への環境啓発の推進に加え、産学官で連携した再エ
ネ・省エネ技術開発等による新たな産業創出や、地域産業のエネルギー分野へ
の参入促進など、脱炭素の取り組みを成長戦略につなげていくことが大切だと考
えます。
　市民、事業者、行政などそれぞれが当事者意識を持ちながら一体となって取
り組んでいけるよう、行政がこれまで以上に主体的に地域の脱炭素化に取り組
み、明確な方向性を示すことで、社会をリードしてもらいたいと考えています。

人口減少対策特別委員会
　本委員会では、若者の地元定着をテーマに、昨年11月以降、議論を重ねてき
ました。主に高校生以下の年代に着目し、「長岡市に暮らす若者の意識調査報
告書」を基に転出の内面的な要因について検討を行いました。
　若者の転出については、市内に希望の進路がないことや都会への興味が主な
理由として考えられることから、高校生以下の若い年代に対し、市を離れる前
段階で地元定着の意識を醸成し、進路選択の際に本市に戻る可能性を高めるこ
とが重要であると考えます。
　本市においては、既に地元企業や本市で働く魅力を知ってもらうための取り
組みを行っていることは評価します。一方で、若者の進路選択に影響を与える
保護者に対しても、より積極的に情報を発信することが重要であると考えます。
　いずれにしても、本市に戻ることが善であると押し付けるのではなく、一つ
の選択肢としてもらい、その上で行政は、本市が選ばれるための政策を進める
ことが重要です。報告の内容が若者の地元定着のために具体的な政策に反映さ
れることを期待します。
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○：会派全員が賛成　×：会派全員が反対

会派別議案等賛否一覧表
６月定例会

市
民
ク
ラ
ブ
⒃

長
岡
令
和
ク
ラ
ブ
⑸

長
岡
市
公
明
党
⑶

民
成
ク
ラ
ブ
⑵

共
産
党
市
議
団
⑵

無

所

属

Ａ

無

所

属

Ｂ

無

所

属

Ｃ

無

所

属

Ｄ

議 決 結 果

市　
　

長　
　

提　
　

出　
　

議　
　

案　
　

等

専 決 処 分
専決第５号　市税条例等の一部改正
専決第６号　都市計画税条例の一部改正
専決第７号　令和４年度一般会計補正予算
専決第８号　令和４年度一般会計補正予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　 認

補 正 予 算

令和４年度一般会計� ２件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

令和４年度介護保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

令和４年度水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

条　
　

例
一部改正

職員の退職手当に関する条例� ほか13件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

斎場条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

下水道条例及び農業集落排水施設条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

そ の 他

契約の締結（高機能消防指令システム更新
整備工事）� ほか２件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

財産の取得（水槽付消防ポンプ自動車　１台）
� ほか５件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

長岡市及び三条市における公の施設の相互
利用に関する協定の一部変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

和解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

人 事 人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
委
員
会

提
出
議
案

意 見 書 緊急事態に関する国会審議を求める意見書 ○ ○ × × × × ○ ○ × 原 案 可 決

請　　　　願 緊急事態に関する国会審議を求める請願 ○ ○ × × × × ○ ○ × 採 択

議　案　等

会　派　名
（　）は所属議員数

会派別議員名簿（６月27日現在）

市 民 ク ラ ブ

加藤　尚登　　池田　和幸
大竹　雅春　　田中　茂樹
深見　太朗　　多田　光輝
豊田　　朗　　荒木　法子
丸山　広司　　長谷川一作
丸山　勝総　　古川原直人
関　　正史　　酒井　正春
高野　正義　　五井　文雄

長 岡 令 和
ク ラ ブ

関　　充夫　　杵渕　俊久
松野憲一郎　　神林　克彦
山田　省吾　　　　　　　

長岡市公明党
藤井　達徳　　池田　明弘
中村　耕一　　　　　　　

民 成 ク ラ ブ 五十嵐良一　　小坂井和夫
共産党市議団 笠井　則雄　　諸橋　虎雄

無 所 属

Ａ　諏佐　武史　　　　　
Ｂ　桑原　　望　　　　　
Ｃ　水科　三郎　　　　　
Ｄ　関　　貴志　　　　　
Ｅ　松井　一男（議長）　 

人権擁護委員の推薦に同意
　６月27日の本会議最終日において、次の方
を推薦することに同意しました。

長
は

谷
せ

川
がわ

 　真
まこと

 氏（再任）
佐
さ

野
の

 　恵
けい

子
こ

 氏（新任）
清
し

水
みず

 めぐみ 氏（新任）
永
なが

島
しま

 　圭
けい

子
こ

 氏（新任）
若
わか

井
い

 　春
はる

雄
お

 氏（新任）



　各常任委員会では、議案審査のほかにそれぞれ担当する事業等について質問する
「所管事項に関する質問」を行っています。ここでは、質問の一部を掲載しています。
　詳しくは会議録、インターネット録画中継をご覧ください。

６月定例会
常任委員会の所管事項に関する質問
総務委員会 文教福祉委員会
●公共施設への電力供給の安定化

●ＤＸの推進におけるスマートフォンの活用

●女性の活躍推進に向けた男女共に働きやすい職場環境づくりの取り組み状況

●地方創生の取り組みに対する国・県との連携

●新潟県地震被害想定の最終報告を受けた市の対応

●道路交通法改正に伴う公用車等への対応

●洪水ハザードマップを踏まえた地域振興の在り方

 ほか

産業市民委員会 建設委員会
●道の駅を高速道路の休憩施設として利用する社会実験の内容

●長岡東西道路の４車線化に対する市の認識と今後の活動

●民間団体等と協力した空き家対策

●マンホールカードの目的と市の取り組み状況

●長岡市除雪イノベーション研究会の提言を踏まえた今後の持続可能な除雪体制

 ほか

●通級制度における利用者数の動向および今後の方向性
●いじめに対する学校対応についての市の認識
●介護現場における人材確保の取り組み状況
●熱中！感動！夢づくり教育を通じた教育の取り組み
●国民健康保険料や介護保険料等の新型コロナウイルス感染症の影響に伴う減

免への対応
●介護サービス事業者に対する行政処分の概要
●長岡市成年後見センターの設置に係る検討状況
 ほか

●若者の消費者トラブルの現状と新成人に対する家庭での消費者教育

●燃料・物価高騰による市内経済への影響と今後の経済対策

●農業資材等の高騰に対する市の支援策

●長岡北スマート流通産業団地の分譲時における企業への周知方法

●米粉の普及に対する市の考え

●中学校部活動の地域移行に関する学校現場や地域、生徒への周知

●地上配電機器等を活用したまちなか周遊観光の情報発信

 ほか

令和３年度 政務活動費収支報告 ■令和３年５月～令和４年３月

　政務活動費とは、議員の調査研究活動の充実を図るた
めに必要な経費の一部を補助するものです。本市では、
議員１人当たり月額６万円を会派に交付しています（会
派に属していない議員は、所属議員が１人の会派を結成
しているものとみなして交付しています）。
　平成28年度分以降の政務活動費については、収支報告
書のほか、領収書等の証拠書類の写しもアオーレ長岡（東
棟）３階の庶務課情報公開コーナーで閲覧等が可能です。
閲覧等には、届出が必要となりますので、庶務課職員に
お声掛けください。
　なお、令和元年度交付分（５～３月分）から、収支報
告書等の写しをホームページでも公開しています。

　６月定例会において議会運営委員会
および常任委員会の委員の改選を行い
ました。

◎委員長　○副委員長

委員を改選しました 常任委員会常任委員会
総務委員会

（定数10人　現員８人）
地方創生推進部、総務部、財務部、危機管理防災本部、
原子力安全対策室、地域振興戦略部、消防本部などに
関連する事項を審査　　　　　　　　　　　　　　

◎深見　太朗　　〇豊田　　朗　　　五十嵐良一
　関　　充夫　　　中村　耕一　　　丸山　勝総
　笠井　則雄　　　五井　文雄

文教福祉委員会
（定数８人　現員８人）

福祉保健部、教育委員会に関連する事項を審査

◎杵渕　俊久　　〇大竹　雅春　　　神林　克彦
　池田　明弘　　　丸山　広司　　　長谷川一作
　諸橋　虎雄　　　古川原直人

産業市民委員会
（定数８人　現員８人）

市民協働推進部、環境部、商工部、観光・交流部、
農林水産部などに関連する事項を審査　　　　　 

◎池田　和幸　　〇松野憲一郎　　　田中　茂樹
　藤井　達徳　　　関　　正史　　　水科　三郎
　酒井　正春　　　小坂井和夫

建設委員会
（定数８人　現員８人）

都市整備部、中心市街地整備室、土木部、
水道局に関連する事項を審査　　　　　 

◎荒木　法子　　〇多田　光輝　　　諏佐　武史
　加藤　尚登　　　山田　省吾　　　桑原　　望
　関　　貴志　　　高野　正義

（定数12人　現員12人）
議会運営に関連する事項を協議

◎加藤　尚登　　〇関　　充夫
　多田　光輝　　　神林　克彦
　深見　太朗　　　荒木　法子
　五十嵐良一　　　中村　耕一
　丸山　広司　　　諸橋　虎雄
　古川原直人　　　五井　文雄

議会運営委員会議会運営委員会
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会　派　名 市民クラブ
（16人）

長岡令和
クラブ
（5人）

長岡市
公明党
（3人）

民成クラブ
（2人）

日本共産党
長岡市議会
議員団
（2人）

無所属
（諏佐武史）

無所属
（桑原　望）

無所属
（水科三郎）

無所属
（関　貴志）

無所属
（丸山広司
議長）

無所属
（松井議長） 合計

収
入
の
部

政務活動費① 11,520,000 3,600,000 2,160,000 1,440,000 1,440,000 720,000 720,000 720,000 720,000 120,000 600,000 23,760,000

雑　　　入② 50 10 9 2 1 0 0 4 2 0 2 80

合　　　計③ 11,520,050 3,600,010 2,160,009 1,440,002 1,440,001 720,000 720,000 720,004 720,002 120,000 600,002 23,760,080

支
出
の
部

調査研修（研究）費 2,553,976 1,709,611 856,701 328,706 144,660 143,764 98,340 169,243 245,363 6,141 108,291 6,364,796

広報広聴費 2,182,436 897,945 383,454 574,569 1,040,952 451,745 478,393 0 318,112 0 120,683 6,448,289

要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

資 料 費 1,479,709 521,077 189,536 86,874 143,072 35,636 76,444 189,146 72,680 8,784 176,233 2,979,191

情報通信費 1,768,413 131,255 368,570 276,260 52,502 26,251 29,951 75,423 45,731 4,374 107,206 2,885,936

人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 費 1,664,095 46,076 335,927 173,593 58,538 59,932 27,578 114,696 38,116 0 5,704 2,524,255

合　　　計④ 9,648,629 3,305,964 2,134,188 1,440,002 1,439,724 717,328 710,706 548,508 720,002 19,299 518,117 21,202,467

収支差引差額
③－④ 1,871,421 294,046 25,821 0 277 2,672 9,294 171,496 0 100,701 81,885 2,557,613

※収支差引残額については、市に返還されます。雑入の内訳は、全て預金利息です。
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４月
25日 人口減少対策特別委員協議会

５月

13日
議会運営委員会
まちづくり・新エネルギー対策特別委員会

17日 議会活性化特別委員会

24日 まちづくり・新エネルギー対策特別委員会
市内現地視察

６月

10日
議会運営委員会
議会活性化特別委員協議会

６　

月　

定　

例　

会　

（ 

14
日 

間 

）

14日
議会運営委員会
本会議（招集日）

15日 本会議

16日
まちづくり・新エネルギー対策特別委員会
人口減少対策特別委員会
本会議

20日 文教福祉委員会

21日
建設委員会
大手通坂之上町地区市街地再開発事業現地視察

22日 産業市民委員会

23日
総務委員会
克雪・危機管理・防災対策特別委員協議会

27日

議会運営委員会
文教福祉委員会
産業市民委員会
建設委員会
総務委員会
本会議（最終日）

７月
13日 議会活性化特別委員会

14日
克雪・危機管理・防災対策特別委員会
大河津分水・長岡東西道路整備推進特別委員会
中山間地域振興条例（仮称）制定検討委員会

８月
５日 議会運営委員会

19日 議会活性化特別委員会

市議会の活動状況
５月24日　特別委員会が現地視察を実施

７月14日　議員発議で条例制定へ　～長岡市中山間地域振興条例～

８月１日　長岡市平和祈念式典に出席

議会活性化特別委員会行政視察報告　令和４年４月19日　視察報告の全文は、市議会ホームページでご覧いただけます。

９月定例会の日程　傍聴の際は感染症対策にご協力ください

　まちづくり・新エネルギー対策特別委員会では、
垂直両面受光パネルをはじめとした多雪地域にお
ける太陽光発電の取り組み事例や現状等を確認す
るため、長岡技術科学大学にて、現地視察を実施
しました。

　本市議会では、中山間地域が持つ水や大気の浄
化による環境保全などの効果や、その地域が有す
る伝統や文化が全市民共通の財産であることを全
市的に共有することを目的とした条例を制定する
ため、昨年９月に中山間地域振興条例（仮称）制
定検討委員会を設置し、内容を検討してきました。
　検討委員会は今年７月までに８回開催し、協議
を進めてきました。７月14日には条例案に対する
パブリックコメントの結果を踏まえた検討結果と
最終条例案について、松井議長に報告をしました。
　本条例は、９月定例会招集日に議員発議をする
予定です。
　パブリックコメントの結果については、市の
ホームページでご覧いただけます。

　長岡市主催の「長岡市平和祈念式典」がアオー
レ長岡のアリーナを会場に、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため、昨年と同様に規模を縮小
して開催されました。
　県内唯一の大規模戦災都市として戦没者を追悼
し、平和の尊さを発信するため、式典の始めに黙
とうがささげられられた後、松井議長のあいさつ
や戦災殉難者遺族代表等による献花、長岡空襲体
験者のお話や中学生による非核平和都市宣言の朗
読が行われました。

〈調査項目〉
・茨城県取手市「ＩＣＴを活用した議会災害対応訓練等に関する調査」
　取手市では、東日本大震災時に議員と議会の情報伝達に支障をきたした経験から議会災害対応規程を制定、令和３年２月には
ＩＣＴを活用し、議会災害対応規程に基づき議会災害対応訓練を実施しました。訓練は、災害時の被害情報の収集や共有のほか、
タブレット等による対応方法の確認など、議員自身が有事の際にも冷静な行動がとれるようにすることを目的に行われました。
　また、委員会等のオンライン会議について、令和２年４月に新型コロナウイルス感染症による国の緊急事態宣言の発令を受け、
取手市議会感染症対策会議をオンラインで開催しました。災害発生時や感染症のまん延等のやむを得ない理由がある場合におい
ても議会機能を停止させないよう、オンライン会議システムによる委員会出席を認め、議事に参加できるよう会議規則および委
員会条例を改正しております。また議案審議の際、議案に関する施設とオンラインで中継を結び、説明を受ける取り組みも採用
しており、大変参考になるものでありました。オンライン会議システムを用いた取り組みは、感染症のリスクを排除しており、
本市でも緊急事態発生時の対策として一考すべきと感じました。� （報告：豊田　朗）

垂直両面受光パネル前で説明を受ける委員

正副議長に条例案を報告する
制定検討委員会委員

式典であいさつする松井議長

取手市役所にて

６ ７ ８ ９ 12 13 14 15 20 21 22 29
火 水 木 金 月 火 水 木 火 水 木 木
本
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日
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議
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本会議
・開　　会　　午後１時
・傍聴受付　　午後０時30分からアオーレ長岡西棟２階（傍聴受付）にて
・定　　員　　40人、車いす席２人、親子傍聴席10人
※新型コロナウイルス感染症対策のため、一時的に定員数を変更しています。

議会運営委員会
・開　　会　　午前11時30分
・傍聴受付　　午前11時からアオーレ長岡西棟４階（議会事務局）にて
・定　　員　　12人

その他委員会
・開　　会　　午前10時
・傍聴受付　　午前９時30分からアオーレ長岡西棟４階（議会事務局）にて
・定　　員　　12人（※）９月７日（水）～９日（金）の本会議は、一般質問者の人数により日程が短縮される場合があります。


